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リーフレットを使った食育効果の検討 
 



















































内容 タイトル 担当グループ 
1 間食の役割 おやつと私の関係 １班 
2 間食の適量・時間 あなたのおやつ大丈夫？ ５班 
3 果物の良さ 果物の良いところ ４班 
4 果物の摂り方 らくらくフルーツの摂り方 ３班 
5 果物を使ったおやつレシピ かんたん果物おやつレシピ ６班 











1）調査時期：平成 24 年 4 月～7 月。 
2）対 象 者：本学食物栄養学専攻１年生。 


































































 事前(4月) n=40 事後(7月)  n=40 前後差*2 
 回答肢*1  人数  ％  人数  ％ ｐ 
間食 1日2回 15 37.5  7 17.5  0.0433 
 1日1回 
25 62.5  33 82.5  
 
 2日1回  
 週1回  
 あまり食べない  
*1 [１日２回]…１、[１日１回、２日１回、週１回、あまりたべない]…０ とした 
*2エクセル統計2012 for WindowsでMcNemar検定を行った 
 
表３－１ 間食の摂取頻度 
 事前(4月) n=40 事後(7月)  n=40 群間差*2 
 回答肢 *1 人数 ％ 人数 ％  ｐ 
間食 1日2回 15 37.5  7 17.5  0.0108 
 1日1回 14 35.0  18 45.0   
 2日1回 7 17.5  7 17.5   
 週1回 2 5.0  6 15.0   
 あまり食べない 2 5.0  2 5.0   
*1あまりたべない…１、週１回…２、２日１回…３、１日１回…４、１日２回…５ と素点として得点化した 









 事前【1日2回】n＝15 事前【1日1回以下】n=25 
 事前(4月) 事後(7月) 事前(4月) 事後(7月) 
  人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
間食 1日2回 15 100.0 5 33.3 0 0.0 2 8.0 
 1日1回 0 0.0 8 53.3 14 56.0 10 40.0 
 2日1回 0 0.0 1 6.7 7 28.0 6 24.0 
 週1回 0 0.0 1 6.7 2 8.0 5 20.0 




変化の詳細 人数 ％ 変化の詳細 人数 ％ 
増加 ―――――― ― ― 1日1回 ↗ 1日2回
2日1回 ↗ 1日1回
あまり食べない ↗ 1日1回













減少 1日2回 ↘ 1日1回 
1日2回 ↘ 2日1回 




66.7 1日1回 ↘ 2日1回
1日1回 ↘ 週1回 



















 事前(4月) n=40 事後(7月)  n=40 群間差*2 
 回答肢*1 人数 ％ 人数 ％  ｐ 
果物 1日2回 1 2.5  0 0.0  0.0510 
 1日1回 3 7.5  7 17.5   
 2日1回 6 15.0  10 25.0   
 週1回 15 37.5  12 30.0   
 あまり食べない 15 37.5  11 27.5   
牛乳 1日2回 3 7.5  5 12.5  0.3681  
 1日1回 9 22.5  5 12.5   
 2日1回 3 7.5  5 12.5   
 週1回 4 10.0  6 15.0   
 あまり食べない 21 52.5  19 47.5   
*1あまりたべない…１、週１回…２、２日１回…３、１日１回…４、１日２回…５ と素点として得点化した 
*2エクセル分析ツールのt-検定 : 一対の標本による平均の検定ツールを用いた 
 
表４－２ 果物と牛乳の摂取頻度の前後差 
 事前(4月) n=40 事後(7月)  n=40 前後差*2 
 回答肢*1  人数  ％  人数  ％ ｐ 
果物 1日2回 
4 10.0 7 17.5 
0.4497 
 1日1回  
 2日1回 
36 90.0  33 82.5  
 
 週1回  
 あまり食べない  
牛乳 1日2回 
12 30.0  10 25.0  
0.6831 
 1日1回  
 2日1回 
28 70.0  30 75.0  
 
 週1回  
 あまり食べない  
*1 [１日２回]…１、[１日１回、２日１回、週１回、あまりたべない]…０ とした 
















 事前【2日1回以下】 n=36 事前【1日1回以上】 n=4 
 事前(4月) 事後(7月) 事前(4月) 事後(7月) 
  人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
果物 1日2回 0 0.0 0 0.0 1 25.0 0 0.0 
 1日1回 0 0.0 5 13.9 3 75.0 2 50.0 
 2日1回 6 16.7 9 25.0 0 0.0 1 25.0 
 週1回 15 41.7 12 33.3 0 0.0 0 0.0 
 あまり食べない 15 41.7 10 27.8 0 0.0 1 25.0 
前後差 
変化の区分 
事前【2日1回以下】 n=36 事前【1日1回以上】 n=4 
変化の詳細 人数 ％ 変化の詳細 人数 ％ 
増加 2日1回 ↗ 1日1回 
週1回  ↗ 1日1回 
週1回  ↗ 2日1回 
あまり食べない ↗ 1日1回 
あまり食べない ↗ 2日1回 














50.0 1日1回→1日1回 2 50.0 
減少 2日1回 ↘ 週1回 
週1回  ↘ あまり食べない 
2 
2 
6.7 1日2回 ↘ あまり食べな
い 



















































































































































































表５ 印象に残ったリーフレット（複数回答） n=40 
回数 内容 タイトル 票数 ％ 
第１回 間食の役割 おやつと私の関係 10 25.0 
第２回 間食の適量・時間 あなたのおやつ大丈夫？ 14 35.0 
第３回 果物の良さ 果物の良いところ 12 30.0 
第４回 果物の摂り方 らくらくフルーツの摂り方 12 30.0 
第５回 果物を使ったおやつレシピ かんたん果物おやつレシピ 12 30.0 
第６回 乳製品の良さ モオ～っと牛乳を飲モウ 7 17.5 
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We investigated the effect of dietary education using the leaflet. The subject is the Food 
and Nutrition Department of first-year students. Second-year students of the Food and 
Nutrition Department gave a dietary education using the leaflet in first-year students. We 
conducted a survey on the status of snack intake of first-year students before and after the 
dietary education. As a result of investigation, the frequency of intake of first-year 
students who had taken two times a day snacking was reduced. In addition, student of first 
year eating snack after dinner has become a downward trend. 
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